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１．投稿原稿の文字数 
1）実践報告 
 12,000 字（400 字詰め 25 枚）以内 
 （図表は 1 点 400 字換算） 
2）症例報告 
 6,000 字（400 字詰め 10 枚）以内 
 （図表は 1 点 400 字換算） 
3）その他 
 総説、その他の記事などは依頼時に協会雑誌編集部会から著者へ指定する。 
※文字ばかりにならないよう、図表を多く用いる。 
 
2．投稿原稿の構成 
0）提出ファイル 
 原稿は、PDF で 1 部提出すること。A4 用紙に 30 字×30 行とし、本文と図表は分けて作

成すること。また、原稿にはページ数を入れること（表紙は含めない）。 
1）表紙 
 別紙「投稿原稿表紙」に、論文題名、キーワード（3～5 語以内）を記載する。別紙「筆

者情報」に、著者名、所属名、キーワード（3～5 語以内）、投稿区分、筆頭著者連絡先（住

所、電話番号、E-mail アドレス）を記載する。 
2）論文題名 
 和文の場合も、英語の論文名を記載する。 
※ 英語の論文名は、1論文 500円でネイティブチェックを受けることが可能である。 

【ネイティブチェック希望 問い合わせ先】 
日本理学療法士協会雑誌 Up to Date 編集事務局 宛 
MAIL：jpta-edit@bunken.co.jp 

3）要旨 
別紙「投稿原稿」に、400 字程度でまとめること。 

4）本文 
別紙「投稿原稿」に、「はじめに」「考察」などの項目に区分し、本文を構成すること。項

目名は著者の判断で記載して良い。句読点は全角で「、」、「。」を用いること。 
5）図・写真・動画・表 

図・表は 1 点 400 字として換算する。本文に出てくる順に、それぞれ一連番号をつける。

グラフィック表現・写真・動画は図に含める。図の番号および表題は図の下に、表の場合は

表の上につける。 



 

 

図・表の転載は投稿前に著者の責任で転載許可をとり、投稿時に許可書を提出すること。

図表の説明（キャプション）は図表の後に頁をあらたにして記載する。 
図・写真・動画の編集は著者の責任で行い、本会・出版社は修正を行わない。 
対象者等の写真・動画に対する使用許可は、写真・動画それぞれの使用が明確になるよう

配慮し、同意を得ること。 
5-1）写真・動画の拡張子について 
 写真・動画は下記の拡張子を使用し、下記にないものは出版社に著者自身で問い合わせを

行い、使用許可を得ること。 
 写真：PDF、JPEG、PNG、GIF、TIFF。 
 動画：MOV、MPEG-1、MPEG-2、MPEG4、MP4、MPG、AVI、WMV。 
5-2）動画の容量について 
 1 動画あたり 500MB 以下とし、1 頁あたり、1 動画を目安とする。動画の内容を示す代

表画像を添付すること。 
 

6）文献  
文献は、引用文献のみとする。別紙「投稿原稿」に、記載順に通し番号を付け、一括して

本文の末尾に掲げ、本文中には、引用部の右肩に 1）2）3）…の番号を付すこと。著者名は

2 名までとし、3 名以上の場合は「他」、「et al.」とすること。 
雑誌の場合は、著者氏名：論文題目．雑誌名．西暦年号；巻：頁（最初－最終）．の順に

書き、単行本の場合は、著者氏名：書名．編集者名、発行所名、発行地、西暦年号、頁．を

記載する。ウェブサイトの場合は、web サイト名 記事タイトル．URL（検索年日時）と

すること。 
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3．数量の単位 
 単位は原則として国際単位系（SI 単位）を用いる。長さ：m、質量：kg、時間：s、温度：℃、

周波数：Hz 等。 
 
4．略語 
 略語は初出時にフルスペルあるいは和訳も記載する。 
 
5．機器名の記載法 
 機器名は、「一般名（会社名、製品名）」で表記する。なお、統計ソフトは「製品名、バー

ジョン番号、会社名」とする。 
 
 
附則 
１．本規定は，令和 4 年 11 月 15 日に施行する。 
 


